
 

 JTB 広報室 2025 年 11 月 21 日 

株式会社 JTB（代表取締役 社長執行役員 山北 栄二郎）は、2026 年 3 月期第 2 四半期の連結決算を取りまとめま

した。 

 

1. 全体概況 

当年度は、新中期経営計画「「新」交流創造ビジョン」のフェーズ 3「成長・飛躍」の初年度として、「未来から現在（いま）

を創る～ビジネスモデル変革の加速～」をテーマに掲げ、ビジネスモデルの抜本的変革と経営基盤強化、事業の持続的

拡大を推進しました。 

上期のツーリズム産業は力強い回復基調にあり、観光庁の公表によると、4 月から 8 月までの総取扱額は対前年

103.6%と伸長しました。特に国内市場では大阪・関西万博の開催による需要喚起が進み、訪日外国人客数は 1 月か

ら 9 月で過去最速の 3,000 万人超えとなり、インバウンド需要が市場を力強く牽引しています。このような市況下、

JTB グループでは旅行全般で前年を越え、特に訪日旅行、グローバル旅行が大きく牽引しました。 

旅行以外では Meetings&Events、ビジネストラベルも計画を大きく上回る伸びを示しました。中長期的な成長の

実現に向けては、グローバル事業展開とビジネスモデル変革の加速を目指し、ツーリズム業界における B2B メディア

最大手企業である Northstar Travel Group 社の株式譲受に関する投資判断を行いました。 

また、将来の競争力強化に向けて、人財への戦略的投資（賃金改善、要員増強）や基幹システム刷新といった取り組み

を積極的に推進しました。その結果、計画・前年比をともに上回り、グループ連結で増収増益を達成しました。 

 

➢ グローバル領域では、欧州を中心とした Global DMC 事業が伸長し、前年を大きく上回る成果を残しました。 

➢ 大阪・関西万博におけるグループ横断での「万博営業推進プロジェクト」の推進により、各領域における業務の完

遂と事業利益の最大化を実現しました。 

➢ 中長期の成長に向け「Northstar Travel Group 社」株式譲受に関する投資判断を行いました。 

 

■ 当社グループの概況 

 

 

 

 

■ 部門別概況 （金額はすべて売上高）※グローバル旅行：日本発着以外の旅行 ※旅行以外：MICE・BPO、商事、出版等 

     

 

 

 

 

■ 連結対象会社数 ：国内 22 社、海外 71 社、持分法適用会社 14 社 計 107 社 （2025 年 9 月末現在） 

従業員数 ：20,025 名 （2024 年 9 月末より 442 名増） 

JTB グループ 2026年 3月期 第 2四半期（中間期）連結決算概要 

 

 

202５年度 前年比 2024年度

売上高 5,311億円 102.5% 5,182億円

営業利益 51億円 109.4% 47億円

経常利益 70億円 126.0% 56億円

純利益（税引後） 6５億円 195.4% 33億円

202５年度 前年比 2024年度

国内旅行 ２,１６２億円 97.7% 2,212億円

海外旅行 １,０８３億円 101.4% 1,068億円

訪日旅行 ３５６億円 120.5% 296億円

グローバル旅行 ５５３億円 108.7% 509億円

旅行計 ４,１５４億円 101.7% 4,084億円

旅行以外計 １,１５7億円 105.4% 1,098億円



 

2．事業別ハイライト 

ツーリズム事業 

＊ 法人領域： 「教育」「企業」マーケットでの課題解決型提案が奏功し、前年実績を大きく上回る水準を達成しまし

た。2026 年 3 月開催の World Baseball Classic 公式ホスピタリティ＆トラベルプログラムの企画・運営・

販売権利を獲得し、スポーツ・エンタテイメントビジネスの強化を推進しました。 

＊ 個人領域：お客様の声を起点に、チャネル横断での顧客対応環境整備やアプリ・デジタル機能拡充で顧客体験

（CX）の向上を図るとともに、プレミアム会員特典強化で顧客関係（CRM）を深めました。  

F1 層・Z 世代の開拓を目指した海外旅行専門店のオープンや、「大阪・関西万博」「JUNGLIA OKINAWA」な 

ど話題性のあるトピックスを活用した体験価値の高い商品を展開しました。 

＊ 訪日インバウンド領域：訪日インバウンド推進体制を構築し、地域や顧客特性に応じたビジネス機会創出への取

り組みを強化しました。 

エリアソリューション事業 

＊観光DX領域： アクティビティ商品の在庫・予約の一元管理が可能な JTB BÓKUN において、活況なインバン

ド需要を的確に捉えて単月流通額が最高記録を更新し、利用が拡大しました。また、オーバーツーリズム解消

に向けた手ぶら観光の実現や、新たに開発した AI レコメンドを活用し、大阪地域を対象とした周遊促進に向け

たデジタルプロモーションの準備など、社会課題解決と地域 DX ソリューションを推進しました。 

＊観光地整備・運営支援領域： ふるさと納税のポイント制度変更に伴う利用者の関心の高まりを的確に捉え、当

初計画を大幅に上回る成果を達成しました。出版では大阪・関西万博公式ガイドブックの販売が好調に推移、

また、アリババジャパンとの協業による多言語地域情報ポータルサイト「RURUBU＆All WAY JAPAN」を展

開し、海外からの誘客や地域経済の活性化に取り組みました。商事ではインバウンドを含む宿泊市場拡大に伴

い、消耗品販売が好調に推移しました。 

＊エリア開発領域： 訪日外国人旅行者向けに新たなナイトタイムエンターテイメント「OSAKA VARIETY ACT 

SHOW」を道頓堀中座で開始し、エリアの滞在時間・消費額向上に貢献しました。 

ビジネスソリューション事業 

＊ ABM戦略による事業拡大： 企業活動の本格的な回復・成長を受け、ABM 戦略（※1）を軸とした Meetings & 

Events、プロモーション、企業系 BPO の各領域で前年を上回る実績を達成しました。「未来創造部会（※2）」に

よる新規事業開発活動を継続し、取扱領域の拡大に貢献しました。 

＊Meetings＆Events 領域：コロナ禍以降最大の市場回復率の中、「お客様の声」を起点とした戦略的 PDCA

サイクルを実装し受注率を高めました。また JTB ネットワークと技術を融合したマーケティングで競争力を高

め、料金適正化により収益性も改善しました。 

＊ビジネストラベル領域：ビジネストラベル事業は前期実績を上回り、新システム「ビズバンス出張予約」への移行

を順調に進めました。これにより、顧客基盤を拡大するとともに、業務効率化とオンライン予約促進で生産性を

向上、高品質サービス提供を強化しました。 

グローバル領域 

＊ グローバルDMC（※3）事業の多角的成長： 欧州ではアジア発の需要を取り込み、高収益を維持し DMC 事業を

拡大しました。シートインコーチ事業（コース組み合わせ自由のバスツアー）も Europamundo 社がツアー数

拡大と低価格帯商品提供を開始し、売上・売上総利益が前年を上回るなど、好調に推移しました。 

＊ グローバルビジネスソリューション事業の基盤強化： MICE 領域ではで前年並みの成果を維持しつつ、アジア

パシフィック地域での複数の新規案件を受注。ビジネストラベルでは Spotnana 社・Goodwings 社との連

携や次世代出張管理プラットフォーム「Teal」により、顧客満足度向上を実現しました。 
（※1）Account Based Marketing の略で、企業を対象とし戦略的にアプローチをしていく、BtoB マーケティングの手法 
（※2）ビジネスソリューション領域において、今後企業課題となるテーマを選定し、未来から逆算した思考で事業創造を行う社内活動。 

（※3）Destination Management Company の略称。地方や地域の観光資源を活かした旅行プランの企画・運営を行う会社。 



 

3．2026年 3月期（2025年度）の通期見通し 

下期においては、当年度計画の営業利益 120 億円達成を目指すとともに、中長期の成長を可能とするビジネスモ

デル変革の加速を図ります。具体的には、海外旅行の取扱拡大に向けた顧客・商品・販売戦略の連動推進に加え、持

続的成長を目指した事業ポートフォリオ変革の策定・実行を進めます。 

また、DX、DEIB（多様性、公平性、包括性、帰属性）、サステナビリティ戦略を柱とした事業基盤の構築を加速させ

ます。同時に、経費の適正化を含む経営効率の改善にも注力し、収益性の向上と強固な財務体質の確立を目指しま

す。これらの取り組みを通じてお客様への新たな価値提供と社会貢献を果たしてまいります。 

 

 

■2026 年 3 月期第 2 四半期の決算概要の詳細については、以下 URL よりご参照ください。 

URL：決算情報｜企業情報｜JTB グループサイト (jtbcorp.jp) 

 

 

 

JTB グループは「交流創造事業」を事業ドメインとし、デジタル基盤の

上に人の力を活かし、 地域や組織の価値を共創し、人流や情報流、物

流を生み出すことで、 人と人、人と地域、人と組織の出会いと共感を

サステナブルにつくり続けることを目指します。 

 

※「交流創造事業」は(株)JTB の登録商標です。 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■報道関係の方からのお問合せ先 

JTB 広報室 TEL：03-5796-5833（東京）  

https://www.jtbcorp.jp/jp/company/accounts/

